
d次の全てに該当する方
● 圏域５市（西東京市・小平市・東村山市・清瀬市・東久留米市）に在住・

在学の中学生以上18歳以下で障害のある方
● 特別な事情がない限り、全ての講習日程に参加できる方
e10人　※初めて受講する方を優先　
i７月31日㈭までに、メールでjへ
j（社福）さくらの園
　p042－467－1081・m t2sakura@estate.ocn.ne.jp

※（　）は先月比　〈　〉は外国人住民

人口 ／20万6,608人（ ⇒    ４）〈6,581人〉
世帯 ／10万3,702 （ ⇒   35）〈4,131〉

男 ／10万277人 （ ⇐   10）〈3,498人〉
女 ／10万6,331人（ ⇒   14）〈3,083人〉20万6,608人（ ⇒   ４）西東京市の

人口と世帯
住民登録：令和７年６月１日現在総 人 口

豊かな感性が紡ぐ、心を動かすパラアート豊かな感性が紡ぐ、心を動かすパラアート

　市では、音楽や演劇などの文化事業を通じて広域的な交流を図るため、「多摩六都フェア」（多摩北部
都市広域行政圏協議会（小平市・東村山市・清瀬市・東久留米市・西東京市）とともに開催）で毎年「パ
ラアート制作ワークショップ」、「パラアート展覧会」を開催しています。ワークショップで制作した作品
と一般公募作品を、その成果発表の場として圏域５市地域を順番に回って展示しています。
　令和６年度の展覧会では120点以上の作品を展示し、会期中720人以上の方にご来場いただきました。

パラアート制作
ワークショップ 受講生募集

作品について ご家族の声

d圏域５市（西東京市・小平市・東村山市・清瀬市・東久留米市）に在住・
在勤・在学で障害のある方
i７月１日㈫〜９月19日㈮に、〒188－0011田無町４－17－14障害者
総合支援センターフレンドリー・就労支援センター一歩へ郵送または持参
※㈯のみ、同施設内cafeもぐもぐの森にて受付

パラアート展覧会冒険
〜アートが導く自分だけの宝探し〜

テーマ

受賞者には賞状と賞品を贈呈（予定）

パラアート展覧会 絵画作品募集

　上記期間以外に、圏域５市の公共施設などでも展示します。

12/2㈫

▲ 7㈰ J:COMコール田無展覧会
日程

8/23㈯・30㈯、9/6㈯・13㈯
午前９時30分～11時30分／障害者総合支援センターフレンドリー

ワークショップ
日程

▲

文化振興課np042－420－2817多摩六都フェア

パラアートに関する市の取組

　パラアートの魅力は、純粋で常識にとらわれない斬
新な発想力にあります。また、その緻

ち

密
みつ

な描きこみや
独自の表現からは、創作に対する熱意や強い集中力を
感じられます。

常識に常識に
とらわれないとらわれない

ピュアな発想力ピュアな発想力

あふれ出る
創作への情熱

　今回の作品を描く際、若井さんはまずじっくりといろいろな方
向からねぷたを眺め、その後２時間の間で一気に５、６枚の絵を
描き上げました。題材となったねぷたは赤、黒以外にも、黄色、ピ
ンクなどさまざまな色が使われていますが、若井さんはあえて赤
と黒の絵の具のみを使い、大胆に描いています。
　若井さんの他の作品もまた、鮮やかな色や、大胆な絵の具の使
い方が特徴的です。

赤と黒のみ、シンプルな色で大胆に描く

　令和３年度のパラアート展覧会から作品を出品している若井さんは、
最優秀賞、優秀賞など数々の賞を受賞。令和６年度優秀賞受賞作品（1面に掲載）は、「大胆な色彩
と構図でお祭りの楽しさと迫力が伝わってきた」「シンプルなのに力強い作品」と評されました。
　作品は、若井さんの生まれ故郷である青森県弘前市に伝統的に伝わる祭り「ねぷた祭り」
にまつわるもの。大きな山

だ

車
し

の先頭で、子どもたちが手に持ち練り歩く「金魚ねぷた」を題
材にした、赤色が印象的な作品です。

令和６年度パラアート展覧会　優秀賞受賞　若井 直樹さ
ん

　本人も日々いろいろなことを考え、感じながら
生活している中で、自宅とグループホーム、作業
所を行き来するだけではなく、絵を描くという自
分だけの世界に没入することで、緊張した気持ち
が開放され、安心しているのではないでしょうか。
　また、令和３年度のパラアート展覧会表彰式に
おいて、直樹が絵を学べる教室がないか情報が
あれば教えてほしい、と参加されていた方にお声
掛けしたところ、現在通っている
アトリエを紹介いただきました。
　のびのびと、直樹のペースで
絵を描かせていただき、とても感
謝しています。

（父：若井泰雄さん）

緊張感のある日々のなか、
自分の世界に没入できる絵の世界

令和６年度
ワークショップ・
展覧会の様子は
こちら

　障害のある方の創り出す美術作品は、1940年

代のヨーロッパで「アール・ブリュット」と呼ばれ、

その後1970年代になると「アウトサイダー・アー

ト」と呼ばれるようになり、その芸術性が高く評

価されてきました。

　日本でも1990年代からアウトサイダー・アー

トを特集した展覧会が行われるなど注目され始

め、現在では一般的な美術作品と同じようにギャ

ラリーで展示されることも増えています。

令和４年度パラアート展覧会
優秀賞

「旅への憧れ
～アメリカ・ルート66～」

金魚ねぷたを持つ若井さん

若井泰雄さん

昨年の受賞作品

優秀賞
「踊り子」

最優秀賞
「ウキウキおかあさん」

多摩六都特別賞
「歩行者天国」

視覚障害などで活字を読むことが難しい方のために、市報を音声化したデイジー版・CD版でお聞きになれます。 
詳細は、 谷戸図書館p042ー421ー4545へお問い合わせください。音声版「声の広報」も作成しています

公式
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そのほか
公式SNS
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